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セーフコミュニティ認証の町“箕輪町”

セーフコミュニティニュース
月 刊

第94号2010年（平成22年）5月1日創刊 〜あいさつで広げよう地域の絆〜

問合せ先 総務課　セーフコミュニティ推進室　☎79―3111（内線193）

ご高齢の方必見です！　安全・安心なお風呂の入り方
　「ヒートショック」という言葉をご存じですか？一般的には「暖かい部屋から寒い部屋への移動など
急激な温度変化によって、血圧の急変動など体が受けるショック」のことをいいます。特に、お風呂
に入る際は、脱衣所から風呂場に移動したり、入浴中に浴槽に出入りしたりと、温度差を多く体感し
ます。体への負担を少しでも減らすには、温度差を少なくすることがポイントです。次のことに気を
つけてみましょう。

あらかじめ脱衣室、浴室を温めましょう
◦�脱衣室に暖房器具を置きましょう。
◦�お湯を張るときは高い位置からシャワ
ーで入れるか、浴槽のフタを開け浴室
を湯気で温めましょう。

浴槽への入り方の工夫
◦�浴槽のフタを胸の前に置きましょう。もしもの時にフタ
によりかかることが出来ます。
◦�肩までどっぷりつからず、みぞおちくらいまでの半身浴
にすると、心臓への負担が軽くなります。

熱いお湯にいきなり入らない
◦�お湯は38～40°Cが理想です。
◦�お湯は手足からかけ始め、肩、背中へ
かけていきましょう。
◦�浴槽には5分くらいつかって、入浴時
間は20分以内にしましょう。

こんな時の入浴は控えましょう
◦�体調の悪いとき
◦�早朝・深夜の入浴
◦�飲酒・食事の直後
◦�運動の直後
◦�血圧降下剤、精神安定剤、睡眠薬の服用後

子どもを事故から守るKYT�
　町内保育園ではKYT（危険予知トレーニング）に取り組んでいます。
　KYTとは、子ども自らが危険を予測し、回避する能力を高めるトレーニング法です。
現代の子どもは、日常の実体験の中から危険を予知・回避を学ぶ機会が減少している

といわれています。KYTをとおして、子どもの大きなけがや事故などを防ぐことを目指しています。

事故のために受診した保護者から聞く言葉（例）
　●ちょっと目を離した隙に…
　●出かけようとしてバタバタしていたら…
　●危ないといつも気を付けていたんですが…
　●アッと思った時にはもう遅く…

（出典）　「事故による子どもの障害予防に取り組む」
　　　　（小児科医　山中龍宏氏）「国民生活研究」
　　　　第49巻第2号（09年9月）

「大丈夫だろう」ではなく、
「○○かもしれない」という
大人の意識も大切ですね！

問合せ先 子ども未来課　子育て支援係　☎79―3111（内線163）

どこか危ないところは
あるかな？

前を見て
　いないと
危ないよ

走っていると
ぶつかっちゃうよ！




